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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, vii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任と専門知識を持つデータセンター管理者を主な対象にしてい
ます。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

用途表記法

コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキス

トは、boldフォントで示しています。
boldフォント

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指

定するための引数は、italicフォントで示しています。
italicフォント
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用途表記法

システムが表示するターミナルセッションおよび情報

は、courierフォントで示しています。
courierフォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワー
ドは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードは、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符
を使用しません。引用符を使用すると、その引用符も含

めて stringと見なされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲

んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角

カッコで囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）があ
る場合には、コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で

きます。

ワンポイントアドバイス
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安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器

に付属している各国語で記述された安全上の警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

Bシリーズのすべてのマニュアルの完全なリストについては、次のURLで入手できる『CiscoUCS
B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。 http://www.cisco.com/go/
unifiedcomputing/b-series-doc

すべてのCシリーズのマニュアルの完全なリストについては、次のURLにある『CiscoUCSC-Series
Servers Documentation Roadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-doc

他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのマニュアルが含まれる ISOファイルは、次のURLで入手でき
ます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このページか
ら、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは主要な各マニュアルのリリース後に更新されます。

マニュアルの更新通知を受信するには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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第 1 章

Cisco UCS Central の概要

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS Centralについて, 1 ページ

• Service Registry, 3 ページ

• Identifier Manager, 3 ページ

• Resource Manager, 3 ページ

• Management Controller, 4 ページ

• Policy Manager, 4 ページ

• ポリシーの解決, 4 ページ

• ドメイングループ, 4 ページ

• グローバル並列性制御, 5 ページ

• ポリシー, 6 ページ

• プール, 8 ページ

Cisco UCS Centralについて
Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）は、データセンター向けの次世代プラットフォーム
およびソリューションです。 Cisco UCSManagerは、Cisco UCSドメインのビューを、論理的で、
可用性が高く、エンドツーエンドの単一の管理サービスとして提供する、組み込みのデバイス管

理ソフトウェアです。数百の導入済み Cisco UCSドメインが含まれる大規模なデータセンターで
は、これらの Cisco UCSドメインのデバイス管理を統合する必要があります。

Cisco UCS Centralは、すべての Cisco UCSドメイン全体に対して共通の管理ソリューションを提
供します。 Cisco UCS Centralではポリシーの集中型リソースインベントリおよびリポジトリを提
供します。 Cisco UCS Centralにより、設定が簡略化され、ポリシー均一性、グローバル IDの競
合解決を行い、Cisco UCSドメインを効率的かつ一貫して管理します。
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Cisco UCSCentralが複数のCisco UCSManagerセッションを介してデータセンター全体のグローバ
ルビューを提供します。 Cisco UCS Centralは個々のデータセンターまたは複数のデータセンター
のCiscoUCSの動作を管理できます。CiscoUCSCentralではファームウェア管理、カタログ管理、
設定のバックアップおよび復元動作、モニタログ、コアファイルおよび障害の動作管理が容易に

なります。

Cisco UCSCentralは、現在Cisco UCSManagerでサポートされている集約管理を超えて設計されて
います。 Cisco UCS Centralには次の機能が含まれます。

•次のような簡単で一貫した Cisco UCSの展開を提供します。

• Cisco UCSの初期設定

•ポリシーおよびサービステンプレート定義

•次のような名前空間の一意性を確保します。

• MAC、WWN、UUID

•複数の Cisco UCSの検索

•次のようなインベントリ管理を提供します。

•データセンターのCiscoUCSドメイン全体の物理的および論理的な要素の集中型ビュー

•個々の物理的および論理的な要素のヘルス

•次のような定期的な運用タスクを簡素化します。

•ファームウェアの更新

•バックアップと復元の設定

•次のような一元化した診断を提供します。

•障害の集約

•相関と影響

•根本原因の分析

CiscoUCSCentralは、外部サーバに置かれた1つの仮想マシン（VM）として導入されます。Cisco
UCS Centralには次のサービスが含まれます。

• Service Registry

• Policy Manager

• Operations Manager

• Resource Manager

• Identifier Manager

• Management Controller
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Service Registry
Service Registryは、Identifier Managerまたは Operation Managerなどのサービスプロバイダー、お
よび登録された Cisco UCSドメインからの情報を格納する、一元化された登録リポジトリを提供
します。 Cisco UCSドメインを登録すると、Service Registryが他のサービスプロバイダーおよび
登録済みの Cisco UCSドメインにこのドメインに関する情報を配信します。サービス間の通信は
この情報が配信されたときに開始します。

Service Registryは、ドメイングループ構造の変更を配信する役割もあります。

Identifier Manager
Identifier Managerは、Cisco UCSドメイン全体でのUUID、MACアドレス、WWN、IPアドレス、
IQNのアドレスの自動および集中管理を提供します。次のように、CiscoUCSManagerおよびCisco
UCS Centralの両方に IDプールを作成できます。

•ローカルプールは Cisco UCS Managerで定義され、その Cisco UCSドメインでのみ使用でき
ます。これらのプールは、ドメインプールと呼ばれます。

•グローバルプールは、Cisco UCS Centralで定義され、Cisco UCS Centralに登録された Cisco
UCSドメイン間で共有できます。

Identifier Managerはプールの定義を追跡して、競合を避けるためにプールを管理できるようにし
ます。ドメインプール IDが Cisco UCS Centralに登録されている Cisco UCSドメインから割り当
てられると、Cisco UCS Managerが Identifier Managerに割り当てを報告します。ドメインプール
が存在しないか、またはドメインのプールに空きがない場合、Cisco UCS Managerは Cisco UCS
Centralのグローバルプールから IDを要求します。

競合しているプール割り当ては、エラーとしてレポートされます。重複プールに属する未割り当

ての IDは、警告としてレポートされます。

Resource Manager
ResourceManagerは、Cisco UCS Centralに登録されたすべてのCisco UCSドメインについて、物理
的および論理的なリソースの一元化された統合ビューを提供します。

CiscoUCSCentralにCiscoUCSドメインを登録すると、ResourceManagerはファブリックインター
コネクト、シャーシ、FEX、ブレードサーバ、統合ラックサーバ、およびそのドメインのサービ
スプロファイルおよびテンプレートに関する基本的なインベントリ情報を要約し、表示します。

ResourceManagerは、Cisco UCSドメイン内のリソースの利用可能なメモリ、CPU、可用性ステー
タスおよびヘルスステータスのクイックビューを提供します。このインベントリを使用して、

データセンターの要件に応じて Cisco UCSドメインをプロビジョニングすることができます。

Resource Managerで、Cisco UCS Centralに登録されているすべての Cisco UCSドメインの Cisco
UCSManager GUIおよびKVMコンソールを相互起動して、Cisco UCSドメイン内のサーバにアク
セスできます。

Cisco UCS Central 導入ガイドリリース 1.0    
   OL-28304-01-J 3

Cisco UCS Central の概要
Service Registry



Resource Managerは、登録された Cisco UCSドメインからの障害の要約を示します。重大度また
は障害のタイプによって障害情報を表示できます。また、データセンターの障害情報に関する追

加情報を 1箇所で表示したり、または Cisco UCSドメインの Cisco UCS Manager GUIを相互起動
して、特定の障害のコンテキスト詳細ビューを表示したりできます。

Management Controller
Management Controllerは、Cisco UCSCentralの仮想マシン（VM）コントローラです。設定処理は
Management Controllerによって実行されます。 Cisco UCS Centralは、operation-mgrルートグルー
プで解決された、ポリシーの動作を継承します。これらのポリシーは、AAA、HTTP、HTTPS、
Telnet、SSH、セッション制限、日付、時刻、DNS、NTPの設定が含まれます。コアは、バック
アップ、エクスポート、およびインポートなどの、Operation Managerによってトリガーされる操
作を実行するのにも使用されます。

また、Management Controllerは、Cisco UCS Centralのテクニカルサポート情報を収集します。こ
のデータは、すべてのインストール済みコンポーネントから収集するか、または選択したコンポー

ネントからだけ収集できます。

Policy Manager
Policy Managerは、すべてのポリシー、プール、テンプレートの設定に使用できる拡張Webサー
バです。これらのオブジェクトを含む組織構造は、ポリシーサーバによって所有され、管理され

ます。 IDプール、テンプレートおよびドメイングループも、Policy Managerで定義され、続いて
適切なサービスに選択的に配信されます。たとえば、IDプールは IdentifierManagerに、ドメイン
グループは Resource Managerに配信されます。

ポリシーの解決
ポリシーの解決は、ポリシーサーバとして動作する Policy Managerでのポリシー設定の変更を解
決します。ポリシーが変更されると、Cisco UCS Centralは登録されている Cisco UCSドメインに
変更されたポリシーをただちに使用するように通知します。

ドメイングループ
Cisco UCS Centralは、複数の Cisco UCSドメインを管理するために、Cisco UCSドメイングルー
プの階層を作成します。 Cisco UCS Centralには、次のカテゴリのドメイングループがあります。

•ドメイングループ：複数のCiscoUCSドメインが含まれているグループ。管理を単純にする
ために、同様の Cisco UCSドメインを 1個のドメイングループにグループ化できます。

•グループ化されていないドメイン：Cisco UCS Centralに新しい Cisco UCSドメインが登録さ
れた場合、それはグループ化されていないドメインに追加されます。任意のドメイングルー

プにグループ化されていないドメインを割り当てることができます。
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ドメイングループポリシーを作成した場合は、新しい登録されたCisco UCSドメインがポリシー
で指定された修飾子に合っていれば、それはポリシーで指定されているドメイングループの下に

自動的に配置されます。それ以外の場合は、グループ化されていないドメインのカテゴリに配置

されます。任意のドメイングループにこのグループ化されていないドメインを割り当てることが

できます。

各 Cisco UCSドメインは、1個のドメイングループにしか割り当てることができません。 Cisco
UCSドメインのメンバーシップは、いつでも割り当てまたは再割り当てできます。ドメイング
ループに Cisco UCSドメインを割り当てると、Cisco UCSドメイン、ドメイングループに指定さ
れたすべての管理ポリシーを自動的に継承します。

ドメイングループに Cisco UCSドメインを追加する前に、Cisco UCSドメインでポリシーの解
決制御をローカルに変更してください。これは、その Cisco UCSドメインに固有のサービス
プロファイルとメンテナンスのポリシーが、誤って上書きされることを防ぎます。 Cisco UCS
ドメインの自動検出をイネーブルにした場合でも、ローカルポリシーの解決をイネーブルに

すると、誤ってポリシーが上書きされることから Cisco UCSドメインを保護します。

注意

登録を確認したあと、同じ動作ポリシーでドメイングループのすべてのメンバドメインを管理す

る場合は、Cisco UCS Manager GUIでポリシーの解決をグローバルに変更できます。

ドメインのルートグループに設定されたポリシーは、ルートの下のすべてのドメイングループに

適用されます。ルートグループの下の各ドメイングループは、そのグループ固有のポリシーを

持つことができます。ドメイングループポリシーは、メンバの Cisco UCSドメイン内で階層的
に解決されます。

ドメイングループ管理

次の特権を持つユーザは、Cisco UCS Centralでドメイングループを作成し、管理できます。

• admin権限：新しいドメイングループを作成し、ドメイングループにグループ化されていな
い Cisco UCSドメインを割り当てます。

•ドメイングループ管理特権：ドメイングループを作成および管理します。ただしドメイン
グループにグループ化されていない Cisco UCSドメインを割り当てることはできません。

グローバル並列性制御
グローバル並列性制御により、Cisco UCSManagerまたはCisco UCSCentralでの複数の同時並列処
理を制御できるようになります。スケジューラを関連付けて、パラレルタスクを制御できるオブ

ジェクトに対する処理をトリガーすることができます。必要に応じて、スケジューラを設定し

て、手動で保留中のタスクの再開を制御できます。また、ユーザ確認応答済みのスケジュールに

対する並列制御の制限を無視するかまたは考慮するか選択することができます。
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ポリシー
Cisco UCS Centralは、登録された Cisco UCSドメインのグローバルポリシーサーバとして動作し
ます。リモート Cisco UCSドメインのグローバル Cisco UCS Centralポリシーの設定には、ドメイ
ンの登録と、登録済みドメインのドメイングループへの割り当てが含まれます。登録されたCisco
UCSドメインの Cisco UCS Managerにより解決された Cisco UCS Centralで、次のグローバルポリ
シーを定義できます。

•ファームウェアイメージの管理：Cisco UCSでは、シスコから取得し、シスコによって認定
されたファームウェアを使用して、CiscoUCSドメインのエンドポイントをサポートします。
各エンドポイントは、機能するためにファームウェアが必要なCiscoUCSドメインのコンポー
ネントです。 Cisco UCSドメイン内のエンドポイントのアップグレード順序はアップグレー
ドパスによって決まり、CiscoUCSManager、I/Oモジュール、ファブリックインターコネク
ト、アダプタ上に物理的に配置されたエンドポイント、物理的にサーバ上に配置されている

エンドポイントが含まれます。シスコでは、Cisco UCSコンポーネントに対するすべての
ファームウェアのアップデートをイメージのバンドルで配布します。 Cisco UCSのファーム
ウェアの更新は、Cisco UCSドメインのファブリックインターコネクトにダウンロードでき
ます。

•ホストファームウェアパッケージ：このポリシーでは、ホストファームウェアパッケージ
（ホストファームウェアパック）を構成するファームウェアバージョンのセットを指定す

ることができます。ホストファームウェアパックには、サーバ用ファームウェアと、アダ

プタ、BIOS、ボードコントローラ、ファイバチャネルアダプタ、HBAオプション ROM、
ストレージコントローラなどの、アダプタエンドポイントが含まれます。

•機能カタログ：このポリシーは、調整可能なパラメータ、文字列、およびルールのセットで
す。 Cisco UCS Managerはカタログを使用してサーバの新しく資格を持った DIMMやディス
クドライブなどの表示とコンポーネントの設定を更新します。

•障害収集ポリシー：障害収集ポリシーは、障害がクリアされた日時、フラッピング間隔（障
害発生とクリア状態の間の時間）、および保持間隔（システムで障害が発生していた時間）

など、Cisco UCSドメインの障害のライフサイクルを制御します。

•コアファイルのエクスポートポリシー：Cisco UCS Managerは、Core File Exporterを使用し
て、coreファイルが発生したらすぐに TFTPを使用してネットワーク上の指定された場所に
エクスポートします。この機能を使用することにより、tarファイルをコアファイルのコン
テンツと一緒にエクスポートできます。

• Syslogポリシー：syslogのポリシーは、コンソール、モニタ、ファイル、リモートの宛先属
性の、4つのポリシー属性の集合です。 Syslogのポリシーには属性の作成、イネーブル化、
ディセーブル化、および設定が含まれます。

•ロールベースアクセスコントロール（RBAC）とリモート認証ポリシー：RBACは、ユーザ
のロールとロケールに基づいてユーザのシステムアクセスを制限または許可する方法です。

ロールによってシステム内でのユーザの権限が定義され、ロケールによってユーザがアクセ

ス可能な組織（ドメイン）が定義されます。権限がユーザに直接割り当てられることはない
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ため、個々のユーザ権限の管理では、適切なロールとロケールを割り当てることが主な作業

になります。

• CallHomeポリシー：CallHomeでは、重要なシステムポリシーに対して電子メールベースの
通知が提供されます。ポケットベルサービスやXMLベースの自動化された解析アプリケー
ションとの互換性のために、さまざまなメッセージフォーマットが用意されています。こ

の機能を使用して、ネットワークサポートエンジニアにポケットベルで連絡したり、ネッ

トワークオペレーションセンターに電子メールを送信したりできます。また、Cisco Smart
Call Homeサービスを使用して TACのケースを生成できます。

•管理インターフェイスモニタリングポリシー：このポリシーでは、ファブリックインター
コネクトのmgmt0イーサネットインターフェイスのモニタリング方法を定義します。 Cisco
UCSが管理インターフェイスの障害を検出すると、障害レポートが生成されます。設定され
た障害レポートの回数に達した場合、システムは管理インターフェイスが使用できないと見

なし、エラーを生成します。

•タイムゾーンおよび NTPポリシー：Cisco UCSManagerで正確な時間を表示できるようにす
るために、CiscoUCSにはドメイン固有のタイムゾーン設定およびNTPサーバが必要です。
これらの両方を Cisco UCSドメインに設定しなければ、時間は正確に表示されません。

•簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）ポリシー：SNMPは、アプリケーション層プロ
トコルであり、SNMPマネージャと SNMPエージェントとの通信に使用されるメッセージ
フォーマットを提供します。SNMPは、ネットワーク内のデバイスのモニタリングおよび管
理に使用する標準フレームワークと共通言語を提供します。

•機器：Cisco UCS Centralは、グローバルな電力割り当てポリシー（ポリシー方式シャーシグ
ループ制限または手動ブレードレベル制限方式に基づく）、電源ポリシー（グリッド、n+1
または非冗長方式に基づく）、およびSELポリシーを定義する、グローバルな機器ポリシー
をサポートします。電源管理および電源モジュールを、該当のクライアントのポリシー解決

コントロール内でグローバルに定義するように選択している登録済みCiscoUCSドメインは、
電源管理および電源装置を、Cisco UCS Centralに登録されるまで延期します。

•完全な状態のバックアップポリシー：完全な状態のバックアップポリシーでは、システム
全体のスナップショットの完全な状態のバックアップを定期的にスケジュールできます。完

全な状態のバックアップは、日単位、週単位、または隔週単位で発生するように設定できま

す。

•すべての設定のエクスポートポリシー：すべての設定のバックアップポリシーでは、すべ
てのシステムおよび論理設定の定期的なバックアップおよびエクスポートをスケジュールで

きます。このバックアップには、ローカル認証されたユーザのパスワードは含まれません。

すべての設定のバックアップは、日単位、週単位、または隔週単位で発生するように設定で

きます。

グローバルポリシー

Cisco UCS Centralは、登録された Cisco UCSドメインのグローバルポリシーサーバとして動作し
ます。リモート Cisco UCSドメインのグローバル Cisco UCS Centralポリシーの設定には、ドメイ
ンの登録と、登録済みドメインのドメイングループへの割り当てが含まれます。
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グローバルポリシーの設定には、Cisco UCSドメインを設定し、登録済みドメインを Cisco UCS
Centralドメイングループに割り当てるときに、ポリシーをグローバルまたはローカルに指定する
ことが含まれます。グローバル設定またはローカル設定を使用するオプションは、登録時および

登録後に変更できます。割り当て後、そのドメイングループで定義されたグローバルポリシー

はドメイングループに割り当てられている登録済みドメインに継承されます。

登録済み Cisco UCSドメインでグローバルとして指定されたポリシーは、そのドメインによって
Cisco UCS Centralから継承されます。 Cisco UCSドメインでローカルとして指定されたポリシー
は、そのドメインのローカルポリシー設定に基づきます。

プール
プールは、システムで使用できる IDのコレクション、物理リソース、または論理リソースです。
すべてのプールでサービスプロファイルの柔軟性が向上し、これによりシステムリソースを一元

管理することができます。 Cisco UCS Centralで定義されたプールはグローバルプールと呼ばれ、
Cisco UCSドメイン間で共有できます。グローバルプールを使用することで、Cisco UCS Central
に登録されたCisco UCSドメイン全体で IDの一元管理が可能になります。Cisco UCS Centralから
Cisco UCSManagerへ IDプールを割り当てることによって、IDがどこでどのようにして使用され
るたかのトラッキング、競合の防止、および競合が発生した場合の通知が可能になります。Cisco
UCS Managerでローカルに定義されたプールはドメインプールと呼ばれます。

同じ IDが異なるプールに存在することがありますが、割り当てできるのは一度だけです。同
じプールの 2個のブロックが同一の IDを使用することはできません

（注）

MACアドレスなどの ID情報をプールして、特定のアプリケーションをホストするサーバに範囲
をあらかじめ割り当てることができます。たとえば、Cisco UCSドメイン全体のすべてのデータ
ベースサーバを、同じ範囲のMACアドレス、UUID、およびWWN内に設定できます。
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第 2 章

Cisco UCS Central の前提条件

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS Central導入のシステム要件, 9 ページ

• Cisco UCS Centralの導入でサポートされるハイパーバイザ, 10 ページ

• Cisco UCS Central GUIでサポートされているWebブラウザ, 11 ページ

• Cisco UCS Centralの導入に必要な情報, 11 ページ

Cisco UCS Central導入のシステム要件
Server Type

Cisco UCSCentralは、Cisco UCSManagerで管理されていないスタンドアロンのラックサーバに導
入するか、Cisco UCSドメインに統合することを推奨します。サーバには高速データストアが必
要で、できれば高速ストレージアレイからプロビジョニングされたものが推奨されます。

必要な TCP ポート

次の TCPポートは、ファームウェア管理およびバックアップ機能を正しく動作させるために、
Cisco UCS Managerと登録されている Cisco UCSドメインの間で開いている必要があります。

• LOCKD_TCPPORT=32803

• MOUNTD_PORT=892

• RQUOTAD_PORT=875

• STATD_PORT=32805

• NFS_PORT="nfs"(2049)

• RPC_PORT="sunrpc"(111)
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サーバ要件

次の表に、Cisco UCS Centralを導入するスタンドアロンのラックサーバの最小要件について説明
します。

表 1：ハイパーバイザごとの Cisco UCS Centralのシステム要件

Hyper-V の最小要件ESX の最小要件要件

60 GB60 GBディスク容量

4 GB4 GBRAM

2コア1コアVCPUコア

75 Mbps以上

125 Mbps以上が推奨される速
度です。

75 Mbps以上

125 Mbps以上が推奨される速
度です。

ディスク読み取り速度

最小のディスク読み取り速度要件を満たさないサーバに導入した場合、CiscoUCSCentralのパ
フォーマンスは保証されません。

（注）

Cisco UCS Centralの導入中に、サーバのディスク読み取り速度が最小要件を下回った場合、イン
ストーラにより警告メッセージが表示されますが、導入は完了できます。ただし、動作中にディ

スク読み取り速度が最小要件を下回った場合、Cisco UCS Centralは、ディスク読み取り速度の低
下の程度に応じて、次の表に示すような障害を発生します。

障害レベルサーバのディスク読み取り速度

重大な障害75 Mbps未満

メジャーな障害75～ 100 Mbps

マイナーな障害100～ 125 Mbps

該当なし125 Mbps以上

Cisco UCS Centralの導入でサポートされるハイパーバイ
ザ

次の表に、Cisco UCS Centralを展開できるハイパーバイザのサポートについて説明します。

   Cisco UCS Central 導入ガイドリリース 1.0
10 OL-28304-01-J  

Cisco UCS Central の前提条件
Cisco UCS Centralの導入でサポートされるハイパーバイザ



表 2：サポートされるハイパーバイザおよびオペレーティングシステム

サポートされるバージョンハイパーバイザ

Windows 2008 R2（SP1）Microsoft Hyper-V

• ESX 4.0u2

• ESX 4.1u1

• ESX 5.0

VMware ESX

Cisco UCS Central GUIでサポートされている Web ブラウ
ザ

Cisco UCS Central GUIでサポートされているWebブラウザは、Cisco UCS Central GUIを実行しよ
うとしている対象のコンピュータのオペレーティングシステムに依存します。

サポート対象の Web ブラウザオペレーティングシステム

• Internet Explorer 8以上

• Firefox 3.5以上

• Chrome 14以上

Microsoft Windows

• Firefox 3.5以上

• Chrome 14以上

• Safari 5以降

Mac

• Firefox 3.5以上

• Chrome 14以上

Linux RHEL

Cisco UCS Centralの導入に必要な情報
Cisco UCS Centralを導入するときは、次の情報を提供する必要があります。

• Cisco UCS Centralのスタティック IPv4アドレス
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• IPv4 Netmask

•デフォルトゲートウェイ

• Cisco UCS Centralの管理者アカウントに割り当てるパスワード

•仮想マシン（VM）のホスト名

•使用する場合、DNSサーバの IPv4アドレス

• Cisco UCS Centralに含めることを計画するドメインの名前（存在する場合）

• Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを登録する際に必要とされるパスワードである、共
有秘密
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第 3 章

Cisco UCS Central の導入

この章の内容は、次のとおりです。

• シスコからの Cisco UCS Centralソフトウェアの取得, 13 ページ

• Cisco UCS Central OVAファイルの使用, 14 ページ

• Cisco UCS Central ISOファイルの使用, 17 ページ

• Cisco UCS Central GUIへのログインとログアウト, 20 ページ

• Cisco UCS Central CLIへのログインとログアウト, 21 ページ

• Cisco UCS Centralの管理パスワードのリセット, 22 ページ

シスコからの Cisco UCS Centralソフトウェアの取得

手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco.comにアクセスします。

ステップ 2 [Support]の下の [All Downloads]をクリックします。

ステップ 3 中央のペインの [Unified Computing and Servers]をクリックします。

ステップ 4 Cisco.comのユーザ名およびパスワードの入力を求められたら、入力してログインします。

ステップ 5 右側のペインで、目的の形式の Cisco UCS Centralソフトウェアへのリンクをクリックします。
次の形式で Cisco UCS Centralソフトウェアをダウンロードできます。

• ucs-central.1.0.1a.ovaなどの名前の OVAファイル

• ucs-central.1.0.1a.isoなどの名前の ISOファイル

また、この場所から管理者パスワードのリセット ISOイメージをダウンロードできます。 Cisco
UCS Centralプロバイダーバンドルは、Cisco UCS Centralからダウンロードされ、既存の Cisco
UCS Centralの導入をアップグレードするために使用されます。
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ステップ 6 ソフトウェアをダウンロードするのページで、[Release Notes]リンクをクリックし、最新版のリ
リースノートをダウンロードします。

ステップ 7 ダウンロードする Cisco UCS Centralソフトウェアのリリースのリンクをクリックします。

ステップ 8 次のいずれかのボタンをクリックして、表示される指示に従います。

• [Download Now]：Cisco UCS Centralソフトウェアをすぐにダウンロードできます。

• [Add to Cart]：後でダウンロードするCiscoUCSCentralソフトウェアをカートに追加します。

ステップ 9 プロンプトに従って、ソフトウェアのダウンロードを実行します。

ステップ 10 Cisco UCS Central VMを展開する前にリリースノートをお読みください。

次の作業

サポート対象のハイパーバイザに VMを展開します。

Cisco UCS Central OVA ファイルの使用

VMware への Cisco UCS Central OVA ファイルの導入

Cisco UCS Central VMは、初回起動時に一度だけのインストールプロセスを実行します。ロ
グインする前に、インストールが完了するまで待ちます。

（注）

手順

ステップ 1 ハイパーバイザからアクセス可能なフォルダに Cisco UCS Central OVAファイルを保存します。

ステップ 2 ハイパーバイザの必要性に応じて、Cisco UCS Central OVAファイルを開くか、またはサポート対
象のハイパーバイザにインポートします。

VMの起動が終了するまで、次のステップは続行しないでください。

ステップ 3 OVAファイルのインポートの一環として Cisco UCS CentralVMの電源を投入していない場合は、
電源を投入します。

ステップ 4 Cisco UCS Central VMにコンソールウィンドウを開きます。

ステップ 5 CiscoUCSCentralVMのインストールプロセスの最初の部分が完了したら、VMのコンソールウィ
ンドウで次の質問に回答します。

a) Setup new configuration or restore full-state configuration from backup
[setup/restore]プロンプトで、setupと入力し、Enterを押します。

b) Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address :プロンプトで、Cisco UCS Central
に割り当てられている IPアドレスを入力し、Enterを押します。
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この Cisco UCS Central VM用に予約されたスタティック IPアドレスを入力する必要がありま
す。CiscoUCSCentralは、ダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコル（DHCP）
をサポートしません。

c) Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address :プロンプトで、Cisco UCS Central
に割り当てられているネットマスクを入力し、Enterを押します。

d) Enter the Default Gateway :プロンプトで、Cisco UCS Centralで使用されるデフォル
トゲートウェイを入力し、Enterを押します。

e) Enforce Strong Password (yes/no)プロンプトで、yesと入力し、Enterを押します。
強力なパスワードを適用することを選択することを推奨します。この設定は、CiscoUCSCentral
の adminとすべてのローカルで認証されたユーザアカウントに影響を与えます。必要に応じ
て、後で Cisco UCS Centralでこの設定を変更できます。

f) Enter the admin Password :プロンプトで、adminアカウントで使用するパスワードを
入力し、Enterを押します。

g) Confirm admin Password :プロンプトで、adminアカウントで使用するパスワードを再
入力し、Enterを押します。

h) Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address :プロンプトで、Cisco UCS Central
VMで使用するホスト名を入力し、Enterを押します。

i) （任意） Enter the DNS Server IPv4 Address :プロンプトで、Cisco UCS Centralで
使用する DNSサーバの IPアドレスを入力し、Enterを押します。
Cisco UCS Centralで DNSサーバを使用する予定がない場合は、これを空白のままにして Enter
を押します。

j) （任意） Enter the Default Domain Name :プロンプトで、Cisco UCS Centralを含める
ドメインを入力し、Enterを押します。
Cisco UCS Centralをドメインに含める予定がない場合は、これを空白のままにして Enterを押
します。 Cisco UCS Centralは、localdomainという名前のデフォルトドメインを使用します。

k) Enter the Shared Secret :プロンプトで、Cisco UCS Centralに 1つ以上の Cisco UCSド
メインを登録する際に使用する、共有秘密（またはパスワード）を入力し、Enterを押します。

l) Confirm Shared Secret :プロンプトで、共有秘密を再入力し、Enterを押します。
m) Proceed with this configuration. Please confirm[yes/no]プロンプトで、yes
と入力し、Enterを押します。
これらのステップの実行時に手順を間違ったと思われる場合は、noと入力し Enterを押しま
す。その後、再び質問に回答を要求されます。

設定を続行することを確認すると、ネットワークインターフェイスは、設定した内容で再初期化

され、Cisco UCS Centralには IPアドレスでアクセス可能になります。
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OVA ファイルからの Cisco UCS Central VM の復元

はじめる前に

Cisco UCSCentral VMの設定を復元するために使用する、Cisco UCSCentralシステムからのバック
アップファイルが必要です。 Cisco UCS Centralシステムをバックアップする方法については、
Cisco UCS Centralのコンフィギュレーションガイドを参照してください。

手順

ステップ 1 ハイパーバイザからアクセス可能なフォルダに Cisco UCS Central OVAファイルを保存します。

ステップ 2 ハイパーバイザの必要性に応じて、Cisco UCS Central OVAファイルを開くか、またはサポート対
象のハイパーバイザにインポートします。

VMの起動が終了するまで、次のステップは続行しないでください。

ステップ 3 OVAファイルのインポートの一環として Cisco UCS CentralVMの電源を投入していない場合は、
電源を投入します。

ステップ 4 Cisco UCS Central VMにコンソールウィンドウを開きます。

ステップ 5 CiscoUCSCentralVMのインストールプロセスの最初の部分が完了したら、VMのコンソールウィ
ンドウで次の質問に回答します。

a) Setup new configuration or restore full-state configuration from backup
[setup/restore]プロンプトで、restoreと入力し、Enterを押します。

b) Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address :プロンプトで、Cisco UCS Central
に割り当てられている IPアドレスを入力し、Enterを押します。

c) Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Netmask :プロンプトで、Cisco UCS Central
に割り当てられているネットマスクを入力し、Enterを押します。

d) Enter the Default Gateway :プロンプトで、Cisco UCS Centralで使用されるデフォル
トゲートウェイを入力し、Enterを押します。

e) Enter the File copy protocol[tftp/scp/ftp/sftp] :プロンプトで、Cisco UCS
Central VMにバックアップファイルをコピーするために使用する、サポート対象プロトコル
を入力し、Enterを押します。

f) Enter the Backup server IPv4 Address :プロンプトで、バックアップファイルが
格納されているサーバに割り当てられた IPアドレスを入力し、Enterを押します。

g) Enter the Backup file path and name :プロンプトで、サーバのバックアップファ
イルの完全なファイルパスおよび名前を入力し、Enterを押します。

h) Enter the Username to be used for backup file transfer :プロンプトで、シ
ステムがリモートサーバにログインする際に使用するユーザ名を入力し、Enterを押します。

i) （任意） Enter the Password to be used for backup file transfer :プロン
プトで、リモートサーバのユーザ名のパスワードを入力し、Enterを押します。

j) Proceed with this configuration. Please confirm[yes/no]プロンプトで、yes
と入力し、Enterを押します。
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これらのステップの実行時に手順を間違ったと思われる場合は、noと入力し Enterを押しま
す。その後、再び質問に回答を要求されます。

設定を続行することを確認すると、ネットワークインターフェイスは、設定した内容で再初期化

され、Cisco UCS Centralには IPアドレスでアクセス可能になります。

Cisco UCS Central ISO ファイルの使用

Microsoft Hyper-V への Cisco UCS Central ISO ファイルの導入

手順

ステップ 1 次の設定で VMを作成します。

推奨値設定

Cisco UCS Centralの導入についての情報を含む
わかりやすい名前

名前

4096 MB以上RAM

Defaultネットワークアダプタ

2vCPUの数

使用可能なディスク領域は 20 GB以上

ステップ 3では、2番目の仮想ディスクを作成
する必要があります。

仮想ドライブ

ステップ 2 VMの設定では、次の作業を実行します。
a) デフォルトネットワークアダプタを削除します。
b) 新しい従来のネットワークアダプタを作成します。
c) [Apply]をクリックします。

ステップ 3 使用可能なディスク領域が 40 GB以上の VMのために新しい仮想ドライブを作成します。

ステップ 4 CD/DVDドライブに Cisco UCS Central ISOイメージをマウントします。

ステップ 5 VMを起動し、コンソールに接続します。

ステップ 6 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Install Cisco UCS Central]を選択し
ます。

Cisco UCS Central 導入ガイドリリース 1.0    
   OL-28304-01-J 17

Cisco UCS Central の導入
Cisco UCS Central ISO ファイルの使用



Cisco UCS Centralのインストーラは VMに必要な RAMとディスクスペース（ディスク 2個、1
個は 20 GB、もう 1個は 40 GB）があることを確認します。 VMが要件を満たしている場合、イ
ンストーラはディスクをフォーマットし、そのファイルを転送して、Cisco UCS Centralをインス
トールします。

ステップ 7 仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアンマウントします。

ステップ 8 Cisco UCS Central VMをリブートします。

VMware への Cisco UCS Central ISO ファイルの導入

手順

ステップ 1 次の設定で VMを作成します。

推奨値設定

カスタム設定設定

Cisco UCS Centralの導入についての情報を含む
わかりやすい名前

名前

使用可能なディスク領域は 60GB以上データストア

7以降仮想マシンタイプ

Linux RHEL 5.0（32ビット）など、サポートさ
れているオペレーティングシステム

ゲストオペレーティングシステム

1または 2vCPUの数

4 GB以上メモリ

VMネットワークを搭載した仮想アダプタ 1個仮想アダプタ

VMware準仮想化SCSIコントローラ

使用可能なディスク領域は 20 GB以上

ステップ 2では、2番目の仮想ディスクを作成
する必要があります。

仮想ディスク

仮想デバイスノード SCSI高度なオプション
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ステップ 2 [Edit Settings]では、使用可能なディスク領域が 40 GB以上のVMのために新しいハードディスク
を作成します。

ステップ 3 [Options]メニューで、[Force BIOS Setup]をオンにしてブートオプションを変更します。

ステップ 4 CD/DVDドライブに Cisco UCS Central ISOイメージをマウントします。

ステップ 5 VMを起動し、コンソールに接続します。

ステップ 6 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Install Cisco UCS Central]を選択し
ます。

Cisco UCS Centralのインストーラは VMに必要な RAMとディスクスペース（ディスク 2個、1
個は 20 GB、もう 1個は 40 GB）があることを確認します。 VMが要件を満たしている場合、イ
ンストーラはディスクをフォーマットし、そのファイルを転送して、Cisco UCS Centralをインス
トールします。

ステップ 7 仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアンマウントします。

ステップ 8 Cisco UCS Central VMをリブートします。

ISO ファイルからの Cisco UCS Centralの再インストール
この手順では、現在の実行しているバージョンのRHELカーネルおよびすべてのCiscoUCSCentral
のコンポーネントを再インストールします。また、すべての Cisco UCS Centralのデータを保持し
ます。

はじめる前に

この手順を実行する前に、ご使用の Cisco UCS Centralデータをバックアップすることを推奨しま
す。

手順

ステップ 1 必要に応じて、VMをリブートし、CD-ROMから起動するブートオプションに変更します。

ステップ 2 仮想 CD/DVDドライブに Cisco UCS Central ISOイメージをマウントします。

ステップ 3 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Upgrade Existing Cisco UCS Central]
を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Centralインストーラの [What Would You Like To Do?] フィールドで、[Skip Boot Loader
Updating]オプションボタンをクリックし、[Next]をクリックします。

ステップ 5 再インストールが完了したら、仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアン
マウントします。

ステップ 6 Cisco UCS Central VMをリブートします。
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ISO ファイルからの Cisco UCS Centralのアップグレード
この手順では、現在の実行しているバージョンのRHELカーネルおよびすべてのCiscoUCSCentral
のコンポーネントをアップグレードします。また、すべての Cisco UCS Centralのデータを保持し
ます。

はじめる前に

この手順を実行する前に、ご使用の Cisco UCS Centralデータをバックアップすることを推奨しま
す。

手順

ステップ 1 必要に応じて、VMをリブートし、CD-ROMから起動するブートオプションに変更します。

ステップ 2 仮想 CD/DVDドライブに Cisco UCS Central ISOイメージをマウントします。

ステップ 3 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Upgrade Existing Cisco UCS Central]
を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Centralインストーラの [What Would You Like To Do?] フィールドで、[Create New Boot
Loader Configuration]オプションボタンをクリックし、[Next]をクリックします。

ステップ 5 アップグレードが完了したら、仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアン
マウントします。

ステップ 6 Cisco UCS Central VMをリブートします。

Cisco UCS Central GUI へのログインとログアウト

HTTP を介した Cisco UCS Central GUIへのログイン
Cisco UCS Central GUIのデフォルトの HTTP Webリンクは http://UCSCentral_IPです。
UCSCentral_IPは、Cisco UCS Centralに割り当てられた IPアドレスを表します。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco UCS Central GUI Webリンクを入力するか、ブラウザでブックマークを選
択します。

ステップ 2 起動ページで、次の手順を実行します。

a) ユーザ名とパスワードを入力します。
b) [Log In]をクリックします。
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HTTPS を介した Cisco UCS Central GUIへのログイン
Cisco UCS Central GUIのデフォルトの HTTPS Webリンクは https://UCSCentral_IPです。
UCSCentral_IPは、Cisco UCS Centralに割り当てられた IPアドレスを表します。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco UCS Central GUI Webリンクを入力するか、ブラウザでブックマークを選
択します。

ステップ 2 起動ページで、次の手順を実行します。

a) ユーザ名とパスワードを入力します。
b) [Log In]をクリックします。

Cisco UCS Central GUIからのログアウト

手順

Cisco UCS Central GUIで、右上の [Log Out]をクリックします。
Cisco UCS Central GUIは即座にログアウトブラウザは起動ページに戻ります。

Cisco UCS Central CLI へのログインとログアウト

Cisco UCS Central CLIへのログイン

手順

ステップ 1 SSHまたは Telnetクライアントでは、Cisco UCS Centralに割り当てられた IPアドレスに接続しま
す。

ステップ 2 login as:プロンプトで Cisco UCS Centralのユーザ名を入力し、Enterを押します。

ステップ 3 password:プロンプトでパスワードを入力し、Enterを押します。
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Cisco UCS Central CLIからのログアウト
終了時には、Cisco UCS Central CLIは、すべてのコミットされていないトランザクションのバッ
ファをクリアします。

手順

ステップ 1 プロンプトで、exitと入力し、Enterを押します。

ステップ 2 ウィンドウが閉じるまでプロンプトごとに exitと入力し、Enterキーを押し続けます。

Cisco UCS Centralの管理パスワードのリセット

手順

ステップ 1 ご使用のリリースの Cisco UCS Centralのパスワードリセット ISOイメージをまだ Cisco.comから
取得していない場合は、取得します。

パスワードリセット ISOイメージの名前は、ucs-central-passreset.1.0.1a.isoなどで
す。

ステップ 2 必要に応じて、VMをリブートし、CD-ROMから起動するブートオプションに変更します。

ステップ 3 仮想 CD/DVDドライブにパスワードリセット ISOイメージをマウントします。

ステップ 4 [Central Admin Password Reset]ページで、次の手順を実行します。
a) [Admin Password]フィールドに新しい管理パスワードを入力します。
b) [Confirm Admin Password]フィールドに新しい管理パスワードを再入力します。
c) [Next]をクリックします。

ステップ 5 パスワード変更が完了したら、仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアン
マウントします。

ステップ 6 Cisco UCS Central VMをリブートします。
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第 4 章

Cisco UCS Central への Cisco UCS ドメインの
登録

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCSドメインの登録, 23 ページ

• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間でのポリシー解決, 24 ページ

• Cisco UCS Centralへの Cisco UCSドメインの登録, 25 ページ

• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシーの解決の変更, 27 ページ

• Cisco UCS Centralからの Cisco UCSドメインの登録解除, 27 ページ

• Cisco UCS Centralへの Cisco UCSドメインの登録, 28 ページ

• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシーの解決の設定, 29 ページ

• Cisco UCS Centralからの Cisco UCSドメインの登録解除, 31 ページ

Cisco UCS ドメインの登録
データセンターの一部またはすべての Cisco UCSドメインを管理するように Cisco UCS Centralを
設定できます。

Cisco UCS Centralが Cisco UCSドメインを管理できるようにするためには、そのドメインを登録
する必要があります。登録するときに、どのタイプのポリシーおよびその他の設定（バックアッ

プおよびファームウェアなど）をCisco UCSCentralが管理するか、Cisco UCSManagerが管理する
かを選択する必要があります。すべての登録された Cisco UCSドメインの同じタイプのポリシー
および設定を Cisco UCS Centralが管理するか、または登録された各 Cisco UCSドメインの異なる
設定を管理するようにできます。

Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを登録する前に、次の作業を行います。
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• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralが確実に同期するように、これらの両方に NTPサー
バおよび正しいタイムゾーンを設定します。 Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralの時刻
と日付が同期していない場合は、登録が失敗する可能性があります。

•ホスト名または IPアドレスの取得： Cisco UCS Central

• Cisco UCS Centralを導入した際に設定した共有秘密の取得

Cisco UCS Centralに登録されているドメイン内の Cisco UCSManagerで使用されている IPアド
レスは、変更または交換できません。その IPアドレスを変更または交換する必要がある場合
は、最初に Cisco UCS Centralからドメインを登録解除する必要があります。 IPアドレスを変
更または交換後、Cisco UCSドメインを登録できます。

（注）

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間でのポリシー解
決

Cisco UCS Centralに登録する各 Cisco UCSドメインについて、特定のポリシーおよび設定を管理
するアプリケーションを選択できます。このポリシーの解決は、同じ Cisco UCS Centralに登録す
るすべての Cisco UCSドメインで同じである必要はありません。

これらのポリシーおよび設定を解決には、次のオプションがあります。

• [Local]：Cisco UCS Managerによりポリシーまたは設定が決定され、管理されます。

• [Global]：Cisco UCS Centralによりポリシーまたは設定が決定され、管理されます。

次の表に、Cisco UCSManagerまたはCisco UCSCentralのいずれかで管理するように選択できるポ
リシーと設定のリストを示します。

説明名前

機能カタログおよびインフラストラクチャのファームウェアポ

リシーがローカルで定義されたものか、またはCiscoUCSCentral
からのものかどうかを決定します。

[Infrastructure & Catalog
Firmware]

タイムゾーンおよび NTPサーバ設定がローカルで定義された
ものか、または Cisco UCS Centralからのものかどうかを決定し
ます。

[Time Zone Management]

HTTP、CIM XML、Telnet、SNMP、Webセッション制限および
管理インターフェイスモニタリングポリシー設定がローカルで

定義されたものか、または Cisco UCS Centralで定義されたもの
かどうかを決定します。

[Communication Services]
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説明名前

グローバルな障害ポリシーがローカルで定義されたものか、ま

たは Cisco UCS Centralで定義されたものかどうかを決定しま
す。

[Global Fault Policy]

認証およびネイティブドメイン、LDAP、RADIUS、TACACS+、
トラストポイント、ロケールおよびユーザロールがローカルで

定義されたものか、または Cisco UCS Centralで定義されたもの
かどうかを決定します。

[User Management]

DNSサーバがローカルで定義されたものか、または Cisco UCS
Centralで定義されたものかどうかを決定します。

[DNS Management]

完全な状態のバックアップポリシーおよびすべての設定のエク

スポートポリシーがローカルで定義されたものか、またはCisco
UCS Centralで定義されたものかどうかを決定します。

[Backup & Export Policies]

Call Home、syslog、および TFTP Core Exporterの設定がローカ
ルで定義されたものか、または Cisco UCS Centralで定義された
ものかどうかを決定します。

[Monitoring]

SELポリシーがローカルで定義されたものか、またはCiscoUCS
Centralで定義されたものかどうかを決定します。

[SEL Policy]

グローバルな電力割り当てポリシーがローカルで定義されたも

のか、または Cisco UCS Centralで定義されたものかどうかを決
定します。

[Power Allocation Policy]

電力ポリシーがローカルで定義されたものか、またはCiscoUCS
Centralで定義されたものかどうかを決定します。

[Power Policy]

Cisco UCS Centralへの Cisco UCS ドメインの登録

Cisco UCS Centralに登録されているドメイン内の Cisco UCSManagerで使用されている IPアド
レスは、変更または交換できません。その IPアドレスを変更または交換する必要がある場合
は、最初に Cisco UCS Centralからドメインを登録解除する必要があります。 IPアドレスを変
更または交換後、Cisco UCSドメインを登録できます。

（注）
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はじめる前に

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralが確実に同期するように、これらの両方に NTPサーバお
よび正しいタイムゾーンを設定します。 Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralの時刻と日付が
同期していない場合は、登録が失敗する可能性があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [UCS Central]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Register With UCS Central]をクリックします。

ステップ 6 [Register with UCS Central]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

Cisco UCS Centralが導入される仮想マシンのホスト名または
IPアドレス。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメ
インがCiscoUCSCentralに登録されていない場合、
または DNS管理が [local]に管理設定されている場
合は、Cisco UCSManagerでDNSサーバを設定しま
す。Cisco UCSドメインがCisco UCS Centralに登録
されていて、DNS管理が [global]に管理設定されて
いる場合は、Cisco UCS Centralで DNSサーバを設
定します。

（注）

[Hostname/IPAddress]フィール
ド

Cisco UCS Centralの導入時に設定された共有秘密（またはパ
スワード）。

[Shared Secret]フィールド

b) [Policy Resolution Control]領域で、フィールドごとに、次のいずれかのオプションボタンをク
リックします。

• [Local]：Cisco UCS Managerによりポリシーまたは設定が決定され、管理されます。

• [Global]：Cisco UCS Centralによりポリシーまたは設定が決定され、管理されます。

c) [OK]をクリックします。
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Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシーの解
決の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [UCS Central]タブをクリックします。

ステップ 5 [PolicyResolutionControl]領域で、フィールドごとに、次のいずれかのオプションボタンをクリッ
クします。

• [Local]：Cisco UCS Managerによりポリシーまたは設定が決定され、管理されます。

• [Global]：Cisco UCS Centralによりポリシーまたは設定が決定され、管理されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Centralからの Cisco UCS ドメインの登録解除
Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインを登録解除すると、Cisco UCSManagerはグローバルポ
リシーの更新を受信しなくなります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [UCS Central]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Unregister From UCS Central]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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Cisco UCS Centralへの Cisco UCS ドメインの登録

Cisco UCS Centralに登録されているドメイン内の Cisco UCSManagerで使用されている IPアド
レスは、変更または交換できません。その IPアドレスを変更または交換する必要がある場合
は、最初に Cisco UCS Centralからドメインを登録解除する必要があります。 IPアドレスを変
更または交換後、Cisco UCSドメインを登録できます。

（注）

はじめる前に

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralが確実に同期するように、これらの両方に NTPサーバお
よび正しいタイムゾーンを設定します。 Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralの時刻と日付が
同期していない場合は、登録が失敗する可能性があります。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralに登録するため
に必要なポリシーを作成します。

UCS-A/system # create
control-ep policy
ucs-central

ステップ 2   

ucs-centralは Cisco UCS Centralが導入される仮想マシン
のホスト名または IPアドレス。の場合があります

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、
DNSサーバを設定する必要があります。 Cisco
UCSドメインがCiscoUCSCentralに登録されて
いない場合、または DNS管理が [local]に管理
設定されている場合は、Cisco UCS Managerで
DNSサーバを設定します。Cisco UCSドメイン
がCiscoUCSCentralに登録されていて、DNS管
理が [global]に管理設定されている場合は、Cisco
UCS Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

Cisco UCS Centralの導入時に設定された共有秘密（また
はパスワード）。を入力します

登録の共有秘密：
shared-secret

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A/system/control-ep
# commit-buffer

ステップ 4   
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次の例では、Cisco UCSドメインを IPアドレス 209.165.200.233の Cisco UCS Centralシステムに登
録し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # create control-ep policy 209.165.200.233
Shared Secret for Registration: S3cretW0rd!
UCS-A /system/control-ep* # commit-buffer
UCS-A /system/control-ep #

次の作業

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間でポリシーの解決を設定します。

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシーの解
決の設定

はじめる前に

ポリシーの解決を設定する前に、Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを登録する必要があり
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

control-epポリシーモードを開始します。UCS-A/system # scope control-ep
policy

ステップ 2   

完全な状態のバックアップポリシーおよびすべ

ての設定のエクスポートポリシーがローカルで

UCS-A/system/control-ep # set
backup-policy-ctrl source {local |
global}

ステップ 3   

定義されたものか、または Cisco UCS Centralで
定義されたものかどうかを決定します。

HTTP、CIMXML、Telnet、SNMP、Webセッショ
ン制限および管理インターフェイスモニタリン

UCS-A/system/control-ep # set
communication-policy-ctrl source
{local | global}

ステップ 4   

グポリシー設定がローカルで定義されたものか、

または Cisco UCS Centralで定義されたものかど
うかを決定します。

タイムゾーンおよびNTPサーバ設定がローカル
で定義されたものか、または Cisco UCS Central
からのものかどうかを決定します。

UCS-A/system/control-ep # set
datetime-policy-ctrl source {local
| global}

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

DNSサーバがローカルで定義されたものか、ま
たは Cisco UCS Centralで定義されたものかどう
かを決定します。

UCS-A/system/control-ep # set
dns-policy-ctrl source {local |
global}

ステップ 6   

グローバルな障害ポリシーがローカルで定義さ

れたものか、または Cisco UCS Centralで定義さ
れたものかどうかを決定します。

UCS-A/system/control-ep # set
fault-policy-ctrl source {local |
global}

ステップ 7   

機能カタログおよびインフラストラクチャの

ファームウェアポリシーがローカルで定義され

UCS-A/system/control-ep # set
infra-pack-ctrl source {local |
global}

ステップ 8   

たものか、または Cisco UCS Centralからのもの
かどうかを決定します。

SELポリシーがローカルで定義されたものか、
または Cisco UCS Centralで定義されたものかど
うかを決定します。

UCS-A/system/control-ep # set
mep-policy-ctrl source {local |
global}

ステップ 9   

Call Home、syslog、および TFTP Core Exporterの
設定がローカルで定義されたものか、またはCisco

UCS-A/system/control-ep # set
monitoring-policy-ctrl source
{local | global}

ステップ 10   

UCS Centralで定義されたものかどうかを決定し
ます。

グローバルな電力割り当てポリシーがローカル

で定義されたものか、または Cisco UCS Central
で定義されたものかどうかを決定します。

UCS-A/system/control-ep # set
powermgmt-policy-ctrl source
{local | global}

ステップ 11   

電力ポリシーがローカルで定義されたものか、

または Cisco UCS Centralで定義されたものかど
うかを決定します。

UCS-A/system/control-ep # set
psu-policy-ctrl source {local |
global}

ステップ 12   

認証およびネイティブドメイン、LDAP、
RADIUS、TACACS+、トラストポイント、ロケー

UCS-A/system/control-ep # set
security-policy-ctrl source {local
| global}

ステップ 13   

ルおよびユーザロールがローカルで定義された

ものか、または Cisco UCS Centralで定義された
ものかどうかを決定します。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A/system/control-ep #
commit-buffer

ステップ 14   

次に、Cisco UCS Centralに登録されている Cisco UCSドメインにポリシーの解決を設定し、トラ
ンザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # scope control-ep policy
UCS-A /system/control-ep* # set backup-policy-ctrl source global
UCS-A /system/control-ep* # set communication-policy-ctrl source local
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UCS-A /system/control-ep* # set datetime-policy-ctrl source global
UCS-A /system/control-ep* # set dns-policy-ctrl source global
UCS-A /system/control-ep* # set fault-policy-ctrl source global
UCS-A /system/control-ep* # set infra-pack-ctrl source global
UCS-A /system/control-ep* # set mep-policy-ctrl source global
UCS-A /system/control-ep* # set monitoring-policy-ctrl source global
UCS-A /system/control-ep* # set powermgmt-policy-ctrl source global
UCS-A /system/control-ep* # set psu-policy-ctrl source local
UCS-A /system/control-ep* # set security-policy-ctrl source global
UCS-A /system/control-ep* # commit-buffer
UCS-A /system/control-ep #

Cisco UCS Centralからの Cisco UCS ドメインの登録解除
Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインを登録解除すると、Cisco UCSManagerはグローバルポ
リシーの更新を受信しなくなります。

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

ポリシーを削除し、Cisco UCS Centralから
Cisco UCSドメインを登録解除します。

UCS-A/system # delete control-ep
policy

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/system # commit-bufferステップ 3   

次に、Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインの登録を解除し、トランザクションをコミット
する例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # delete control-ep policy
UCS-A /system* # commit-buffer
UCS-A /system #
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